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「超幾何関数に関する交点理論」
***　講義内容　***

超幾何関数およびその多くの一般化はオイラー型の積分表示を有している。その
積分表示から、ねじれホモロジー群をファイバーとする局所系とねじれコホモロ
ジー群をファイバーとするベクトルバンドルが得られる。そして、ねじれホモロ
ジー群とねじれコホモロジー群には、それぞれ交点形式が定義されている。
この講義では、これらの交点形式の具体的な計算方法を解説し、交点形式を利用
してモノドロミー表現やパッフ形式の接続行列が得られることを紹介する。さら
に、交点形式と積分の整合性より、ねじれ周期関係式が得られることを説明し、
その具体例を紹介する。
各回の講義では、以下の話題を順に取り扱う。

　　1. 超幾何関数の基本性質
　　2. いくつかの超幾何関数の一般化
　　3. ねじれホモロジー群と局所系
　　4. モノドロミー表現
　　5. ねじれホモロジー群とベクトルバンドル
　　6. パッフ形式
　　7. ねじれ周期関係式


